
【特殊詐欺】
・令和７年被害額は約3,257億円（前年比約64％増）と過去最悪
・本年上半期の被害額は約1,816億円（暫定値。前年同期比約52％増）

【強盗事件等】
・令和６年には、関東で、匿名・流動型犯罪グループによる強盗・窃盗事件が連続発生
・本年５月にも、栃木県内で、匿名・流動型犯罪グループによる強盗殺人事件が発生

上記背景を踏まえ、匿名・流動型犯罪グループによる犯罪被害対策のための技術的措置について、各方面の専門家に
よる検討を行っていただくもの
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構 成 員

「匿名・流動型犯罪グループによる犯罪被害対策のための技術的措置
に関する有識者検討会」の開催について

匿名･流動型犯罪グループの
犯行の阻止が喫緊の課題

匿名・流動型犯罪グループへの技術的措置の必要性

当該技術的措置を実施するための制度

当該技術的措置の導入に当たっての実効性・適正性担保

検 討 項 目
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